
 

 

 大
おお

田
た

区
く

手
しゅ

話
わ

言
げん

語
ご

及
およ

び障
しょう

害
がい

者
しゃ

の意思
い し

疎通
そ つ う

に関する
かん

条例
じょうれい

を公布
こ う ふ

する。 

   令和
れ い わ

２年
ねん

９月
がつ

30日
にち

 

 大田
お お た

区長
くちょう

 松
まつ

 原
はら

 忠
ただ

 義
よし

 

大田区
お お た く

条例
じょうれい

第
だい

52号
ごう

 

大
おお

田
た

区
く

手
しゅ

話
わ

言語
げ ん ご

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

の意思
い し

疎通
そ つ う

に関する
かん

条例
じょうれい

 

手話
し ゅ わ

は、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関する
かん

条約
じょうやく

や障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

により、非音声
ひおんせい

の言語
げ ん ご

と

して位置付けられて
 い  ち  づ

います。手話
し ゅ わ

は、手
て

や指
ゆび

、体
からだ

の動き
うご

、顔
かお

の表 情
ひょうじょう

を組
く

み合
あ

わ

せて、視覚的
しかくてき

に表現
ひょうげん

される独自
ど く じ

の文法
ぶんぽう

体系
たいけい

をもつ言語
げ ん ご

であり、ろう者
しゃ

及び
およ

手話
しゅわ

を

必
ひつ

要
よう

としている人
ひと

にとっては、文化
ぶんか

を創造
そうぞう

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとな

ために

大
たい

切
せつ

に受け継がれて
う   つ

きた言語
げんご

です。 

また、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

において、「全て
すべ

障害者
しょうがいしゃ

は、可能
かのう

な限り
かぎ

、言語
げんご

（手話
しゅわ

を含む
ふく

。）

その他
た

の意思
 い  し

疎通
 そつう

のための手段
しゅだん

についての選択
せんたく

の機会
き か い

が確保
か く ほ

されるとともに、情
じょう

報
ほう

の取得
しゅとく

又
また

は利用
 りよう

のための手段
しゅだん

についての選択
せんたく

の機会
きかい

の拡大
かくだい

が図ら
はか

れること」が

求
もと

められています。 

大
おお

田
 た

区
 く

は、手話
しゅわ

が言語
げんご

であることの区民
くみん

及び
およ

事
じ

業者
ぎょうしゃ

への理解
りかい

を促進
そくしん

するととも

に、それぞれの障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた意思疎通手段
 い  し  そ つう しゅだん

の利用
りよう

を促進
そくしん

することにより、

障害
しょうがい

の有無
うむ

にかかわらず、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合いながら
     あ

共生
きょうせい

する地域
ちいき

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指して
 め  ざ

、この条例
じょうれい

を制定
せいてい

します。 

（目的
もくてき

） 

第
だい

１条
じょう

 この条例
じょうれい

は、手話
しゅわ

が言語
げんご

であることの理解
りかい

の促進
そくしん

及び
およ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

に

応じ
おう

た意思
 い し

疎通
そつう

手段
しゅだん

の利用
りよう

の促進
そくしん

に関し
かん

、基本
きほん

理念
りねん

を定め
さだ

、大
おお

田
た

区
く

（以下
いか

「区
く

」

という。）の責務
せきむ

並び
なら

に区民
くみん

及び
およ

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の役割
やくわり

を明らか
あき

にすることにより、

障害
しょうがい

の有無
うむ

にかかわらず、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合いながら
  あ

共生
きょうせい

する

地域
ちいき

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に寄与
き よ

することを目的
もくてき

とする。 

（定義
て い ぎ

）  



 

 

第
だい

２条
じょう

 この条例
じょうれい

において、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲げる
かか

用語
ようご

の意義
いぎ

は、それぞれ当該
とうがい

各号
かくごう

に定
さだ

めるところによる。 

(１) 障害者
しょうがいしゃ

 障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭和
しょうわ

45年
ねん

法律
ほうりつ

第 84 号
だい  ごう

。以下
い か

「法
ほう

」という。）

に規定
きてい

する身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含む
ふく

。）その他
        た

心身
しんしん

の機能
きのう

の障害
しょうがい

（以下
いか

「障害
しょうがい

」という。）がある者
もの

であって、障害
しょうがい

及び
およ

社会的
しゃかいてき

障
しょう

壁
へき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受ける
う

状態
じょうたい

に

あるものをいう。 

 (２) ろう者
しゃ

 手話
しゅわ

を言語
げんご

として、日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとな

者
もの

をいう。 

(３) 手話
しゅわ

を必要
ひつよう

としている人
ひと

 中途失聴者
ちゅうとしっちょうしゃ

、難聴者
なんちょうしゃ

及び
およ

手話
しゅわ

を意思
い し

疎通
そつう

の

ための手段
しゅだん

として利用
り よ う

している者
もの

をいう。 

(４) 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

 障害
しょうがい

がある者
もの

にとって日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとな

上
うえ

で障
しょう

壁
へき

となるような社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
    た

一切
いっさい

のもの

をいう。 

(５) 区民
く み ん

 区内
く な い

に在住
ざいじゅう

し、在勤
ざいきん

し、又
また

は在学
ざいがく

する者
もの

をいう。 

(６) 事
じ

業者
ぎょうしゃ

 区内
くない

で事業
じぎょう

を行う
おこな

個人
こじん

、法人
ほうじん

及び
およ

これらの者
もの

で構成
こうせい

する団体
だんたい

を

いう。 

(７) 意思
い し

疎通
そつう

手段
しゅだん

 音声
おんせい

（読上げ
よみ あ

を含む
ふく

。）及び
およ

手話
しゅわ

、触手話
しょくしゅわ

、空書
くうしょ

、要約
ようやく

筆
ひっ

記
き

、手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

、筆談
ひつだん

、点字
て ん じ

、口話
こ う わ

、拡大
かくだい

文字
も じ

、平易
へ い い

な表現
ひょうげん

、サイン
さ い ん

、絵図
え ず

及
およ

び記号
きごう

、意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そうち

、その他
    た

の障害者
しょうがいしゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

及び
およ

社会
しゃかい

生活
せいかつ

において

情
じょう

報
ほう

を取得
しゅとく

し、及び
およ

コミュニケーションを行う
おこな

際
さい

に障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応じて
おう

必要
ひつよう

な手段
しゅだん

として利用
り よ う

されるものをいう。 

(８) 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 障害者
しょうがいしゃ

が他
た

の者
もの

との平等
びょうどう

を基礎
きそ

として全て
すべ

の人権
じんけん

及び
およ

基本
きほん

的
てき

自由
じ ゆ う

を享有
きょうゆう

し、又
また

は行使
こ う し

することを確保
か く ほ

するための必要
ひつよう

かつ適当
てきとう

な変
へん

更
こう

及
およ

び調整
ちょうせい

であって、特定
とくてい

の場合
ば あ い

において必要
ひつよう

とされるものであり、かつ、

均衡
きんこう

を失した
しっ

又
また

は過度
 か  ど

の負担
ふたん

を課さない
か

ものをいう。 



 

 

（基本
き ほ ん

理念
り ね ん

） 

第３条
だい  じょう

 手話
しゅわ

が言語
げんご

であることの理解
りかい

の促進
そくしん

及び
およ

手話
しゅわ

の普及
ふきゅう

並び
なら

に障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた意
い

思
し

疎通
そつう

手段
しゅだん

の利用
りよう

の促進
そくしん

は、次
つぎ

に掲げる
かか

事項
じこう

を基本
きほん

理念
りねん

として行
おこな

う。 

(１) 手話
しゅわ

は、独自
どくじ

の言語
げんご

体系
たいけい

を有する
ゆう

文化的
ぶんかてき

所産
しょさん

であって、言語
げんご

であると認
にん

識
しき

すること。 

(２) 障害
しょうがい

の有無
うむ

にかかわらず、互い
たが

を理解
りかい

し、その人格
じんかく

及び
およ

個性
こせい

を尊重
そんちょう

す

ること。 

(３) 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応じた
おう

意思
いし

疎通
そつう

手段
しゅだん

の選択
せんたく

の機会
きかい

の確保
かくほ

は、障害者
しょうがいしゃ

が

意思
いし

疎通
そ つ う

を円滑
えんかつ

に図る
はか

ことができるようにすることを基本
きほん

として行う
おこな

こと。 

（区
く

の責務
せ き む

） 

第４条
だい  じょう

 区
く

は、前条
ぜんじょう

に定める
さだ

基本
きほん

理念
りねん

に基づき
もと

、次
つぎ

に掲げる
かか

施策
しさく

を推進
すいしん

するも

のとする。 

(１) 手話
しゅわ

が言語
げんご

であることの理解
りかい

の促進
そくしん

及び
およ

手話
しゅわ

の普及
ふきゅう

に関する
かん

施策
しさく

 

(２) 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応じた
おう

意思
いし

疎通
そつう

手段
しゅだん

の利用
りよう

の促進
そくしん

に関する
かん

施策
しさく

 

(３) 前
ぜん

２号
ごう

に掲げる
かか

もののほか、区長
くちょう

が必要
ひつよう

と認める
みと

施策
しさく

 

２ 区
く

は、前項
ぜんこう

の施策
しさく

の推進
すいしん

に当たって
あ

は、法
ほう

第
だい

11条
じょう

第
だい

３項
こう

の規定
きてい

により区
く

が策
さく

定
てい

する計画
けいかく

との整合性
せいごうせい

を図る
はか

ものとする。 

（区民
く み ん

の役割
やくわり

） 

第
だい

５条
じょう

 区民
くみん

は、手話
しゅわ

が言語
げんご

であること及び
およ

障害者
しょうがいしゃ

の意思
いし

疎通
そつう

に関する
かん

理解
りかい

を

深
ふか

めるとともに、前条
ぜんじょう

の規定
きてい

により区
く

が推進
すいしん

する施策
しさく

に協力
きょうりょく

するよう努める
つと

ものとする。 

（事
じ

業者
ぎょうしゃ

の役割
やくわり

） 

第
だい

６条
じょう

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、手話
しゅわ

が言語
げんご

であること及び
およ

障害者
しょうがいしゃ

の意思
いし

疎通
そつう

に関する
かん

理解
りかい

を深め
ふか

、第
だい

４条
じょう

の規定
きてい

により区
く

が推進
すいしん

する施策
しさく

に協力
きょうりょく

するよう努める
つと

ものと

する。 



 

 

２ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、事業
じぎょう

を行う
おこ

に当たり
あ

、障害者
しょうがいしゃ

が障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた意思
い し

疎通
そ つ う

手段
しゅだん

を利用
りよう

するための合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をするよう努める
つと

ものとする。 

（委任
い に ん

） 

第
だい

７条
じょう

 この条例
じょうれい

の施行
しこう

に関し
かん

必要
ひつよう

な事項
じこう

は、区長
くちょう

が別
べつ

に定める
さだ

。 

付
ふ

 則
そく

 

この条例
じょうれい

は、公布
こ う ふ

の日
ひ

から施行
し こ う

する。 

  


